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しんごうきがないばしょで、車のうんてんしゅさんがとまってくれたよ。（うれしいなあ。いい人だ
なあ。ありがとうございます）って思ったよ。
わたしは、だれかにゆずったことがあるかな。ぎょうかん時間に、かなくんにブランコのじゅん番を

ゆずったことがあったよ。そのときかなくんが、
「ありがとう。」

って、言ってくれたよ。わたしもうれしくなったよ。
今は夏休みで、おうちにいることが多いけれど、かぞくにゆずったことがあるかな。あれれ、思い出

せないな。思い出すのは、ケンカをしたことばっかりだ。今日もリビングでねっころがっていたら、お
兄ちゃんもねっころがってきたよ。
「もう、せまいじゃん、あっちいって。」って、わたしが言ったら、
「ぼくが先にねちょったんよ。」って、お兄ちゃんが言ってきて、けり合いのケンカになっちゃった。

さいごはお母さんに、
「いいかげんにしなさい。おたがいにちょっとずつ、はんたいがわにずれればええじゃろ。」

って、おこられたよ。お兄ちゃんもわたしも、プンプン、イライラしちゃって、すごくいやな気もちに
なったよ。
どうして、ケンカばかりしちゃうんだろう。どうすれば今日、お兄ちゃんとなかよくすごせたのかな。

まきもどして考えてみよう。
リビングでねっころがっていたら、お兄ちゃんもねっころがってきたよ。
「お兄ちゃん、せまいからずれて。わたしもずれるけえ。」って、わたしが言ったら、
「わかったよ。」って、お兄ちゃんが言ってきて、おしまい。お母さんにもおこられないし、テレビ

も楽しい気もちで見られるし、とってもいいかんじ。つぎは、こういうふうにしてみよう。
どうすれば、ケンカをせずにすんだかを考えていて、気がついたことが二つあるよ。一つ目は、ゆず

りあいは、みんながニコニコになるまほうだということ。ゆずりあうと、「ありがとう」ということば
が生まれて、みんなうれしくなるよ。
二つ目は、ゆずりあいをするときは、自分が先にゆずった方がいいということ。あいてがゆずるのを

まっていたら時間がもったいないし、「なんでゆずってくれんのん」って、イライラしてケンカになり
そうだから。
これからは、おうちの中でもゆずりあいのまほうをつかっていくよ。かぞくがニコニコえがおになる

と、わたしもうれしいよ。おうちでニコニコパワーをためたら、きっと、おうちいがいのところでも、
ゆずりあいのまほうがたくさんつかえるよ。
そして、ちきゅうにいる人がみんな、ニコニコになったらいいな。


